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【背景】加齢に伴う筋力低下をダイナペニアという。本研究は、2 型糖尿病有病率に対

する筋力と肥満の独立および複合の関連を横断的に検討することを目的とした。 
【方法】対象者は、2011 年から 2013 年の間に握力の測定を行った 40 から 64 歳の男

性労働者 5039 名であった。体重と身長の測定を行い、BMI が 25kg/m2 以上の者を過

体重/肥満と判定した。2 型糖尿病の判定は、空腹時血糖 126mg/dl 以上、ヘモグロビン

A1c6.5%以上、医師による 2 型糖尿病の診断（自記式問診票）のいずれか一つでも該当

した場合とした。ロジスティック回帰モデルを用いて 2 型糖尿病有病者のオッズ比およ

び 95%信頼区間を求めた。 
【結果】2 型糖尿病有病者は 611 名、過体重/肥満者は 1763 名であった。共変量を調整

し検討したところ、筋力と 2 型糖尿病有病率との間に負の関係が認められた（トレンド

検定 P<0.01）。肥満状況で層別解析した結果、過体重/肥満者において筋力の 2 標準偏

差増加あたりの多変量調整オッズ比は 0.64（95%信頼区間 0.49-0.83）と有意な関連が

認められたのに対して、正常者では関連がみられなかった（2 標準偏差増加あたりのオ

ッズ比 0.79、95%信頼区間 0.60-1.06）。 
【結論】日本人中年男性において、加齢に伴う筋力の低下（ダイナペニア）は 2 型糖尿

病の高い有病率と関連し、この関連性は過体重/肥満者において強く認められた。 
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